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資料 1 都道府県別・構造別既存住宅戸数 

表 資-1 都道府県別・構造別既存住宅戸数（平成 15 年） 

木造 鉄骨造 RC造・SRC造 合計

1 北海道 1611.8 87.4 555.9 2255.1

2 青森県 436.7 9.1 39.6 485.3

3 岩手県 397.2 13.8 53.3 464.4

4 宮城県 590.3 38.7 202.3 831.3

5 秋田県 342.1 7.6 32.6 382.3

6 山形県 320.6 10 41.8 372.5

7 福島県 546.7 37.3 96.7 680.7

8 茨城県 761.8 69.4 151.8 983

9 栃木県 512.3 47.9 98.6 658.9

10 群馬県 534.9 49.4 100.2 684.6

11 埼玉県 1588 194.9 749.4 2532.4

12 千葉県 1361.9 122.8 701.1 2185.8

13 東京都 2273.1 427.4 2733.6 5434.1

14 神奈川県 1770.3 217.9 1339 3327.3

15 新潟県 681.1 23.3 84.6 789

16 富山県 282.7 16 57.1 355.7

17 石川県 302 19.4 82.5 404

18 福井県 197.1 15.5 39.9 252.7

19 山梨県 230.6 17.9 55.9 304.4

20 長野県 587.6 53.8 93.9 735.3

21 岐阜県 485.4 63.1 126.4 674.9

22 静岡県 844.8 124 304.1 1272.9

23 愛知県 1285.3 272.6 978.9 2536.8

24 三重県 458.1 66.7 104.4 629.2

25 滋賀県 284.7 40.9 110.6 436.2

26 京都府 615.8 55.9 362.4 1034

27 大阪府 1571.9 280 1638.5 3490.4

28 兵庫県 1076.2 135 840.9 2052

29 奈良県 329.9 32.8 119.9 482.6

30 和歌山県 272.7 27.9 74.8 375.4

31 鳥取県 153.1 12 34.8 199.9

32 島根県 203.2 7.9 38.4 249.5

33 岡山県 489.4 65.5 140.4 695.3

34 広島県 667.9 70.2 354.8 1092.9

35 山口県 380.9 52.8 135.9 569.6

36 徳島県 195.4 17.8 74.8 288

37 香川県 250.5 27.1 82.8 360.3

38 愛媛県 391 26.6 139.5 557.1

39 高知県 227.9 21.8 68.7 318.4

40 福岡県 1025.6 120.2 790.8 1936.7

41 佐賀県 211.9 18.8 42.8 273.6

42 長崎県 384.7 23.5 118.5 526.6

43 熊本県 461.8 38 144.3 644.1

44 大分県 300.9 26.3 120.4 447.5

45 宮崎県 318.1 16.8 100.4 435.3

46 鹿児島県 510.6 23.6 165.6 699.7

47 沖縄県 32.2 12.9 419.8 465  

単位は[千戸] 

住宅・土地統計調査（総務省統計局）を基に作成 
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資料 2 ライフサイクルＣＯ２について  
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資料 3 ＣＡＳＢＥＥ 構造別・地域別・基準別タイプ別ＬＣＣＯ２排出量の算出 

・木造--Ⅰ地域—S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55W_Ⅰ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 北海道札幌市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅰ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 1.9
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.5

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。
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対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental  Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心
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と住文化の継承
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55W_Ⅰ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 8.92 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 0 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.20 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 12.75 156% 19.93 95% 12.12

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.00 125% 0.00 95% 0.00

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.94 111% 9.94 100% 8.94

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.57 125% 9.47 100% 7.57

調理 照明・家電・厨房機器 1.28 125% 1.61 100% 1.28

換気 換気設備 1.87 100% 1.87 100% 1.87

節水 節水型設備×雨水の利用 1.33 115% 1.53 100% 1.33

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 37.52 49.04 36.88

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 49.04 36.88

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 8.92 8.92

修繕・更新・解体 5.20 3.02

居住 49.04 36.88

合計 63.16 48.82

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・木造--Ⅰ地域—H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4W_Ⅰ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 北海道札幌市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅰ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.0
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.1

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental  Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4W_Ⅰ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 4.46 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.63 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 12.75 100% 12.75 95% 12.12

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.00 90% 0.00 95% 0.00

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.94 83% 7.45 100% 8.94

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.57 100% 7.57 100% 7.57

調理 照明・家電・厨房機器 1.28 100% 1.28 100% 1.28

換気 換気設備 1.87 100% 1.87 100% 1.87

節水 節水型設備×雨水の利用 1.33 100% 1.33 100% 1.33

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 37.52 36.03 36.88

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 36.03 36.88

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 4.46 8.92

修繕・更新・解体 5.63 3.02

居住 36.03 36.88

合計 46.12 48.82

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・木造--Ⅰ地域—H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11W_Ⅰ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 北海道札幌市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅰ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.5
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.7 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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0 20 40 60
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100%

65%

参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental  Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11W_Ⅰ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 2.97 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.98 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 12.75 46% 5.92 95% 12.12

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.00 68% 0.00 95% 0.00

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.94 60% 5.33 100% 8.94

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.57 75% 5.68 100% 7.57

調理 照明・家電・厨房機器 1.28 75% 0.96 100% 1.28

換気 換気設備 1.87 40% 0.75 100% 1.87

節水 節水型設備×雨水の利用 1.33 85% 1.13 100% 1.33

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 37.52 22.60 36.88

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 22.60 36.88

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 2.97 8.92

修繕・更新・解体 5.98 3.02

居住 22.60 36.88

合計 31.55 48.82

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・木造--Ⅱ地域--S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55W_Ⅱ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 岩手県盛岡市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅱ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 1.9
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.5

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。
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Q1のスコア=
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■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental  Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55W_Ⅱ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 8.92 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 0 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.20 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 8.66 156% 13.54 95% 8.23

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.04 125% 0.05 95% 0.04

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.77 111% 11.97 100% 10.77

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 125% 9.83 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 125% 1.67 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 100% 1.95 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 115% 1.59 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 35.76 45.29 35.33

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 45.29 35.33

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 8.92 8.92

修繕・更新・解体 5.20 3.02

居住 45.29 35.33

合計 59.40 47.26

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・木造--Ⅱ地域--H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4W_Ⅱ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 岩手県盛岡市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅱ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.0
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.1

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental  Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4W_Ⅱ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 4.46 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.63 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 8.66 100% 8.66 95% 8.23

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.04 90% 0.04 95% 0.04

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.77 83% 8.97 100% 10.77

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 100% 7.86 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 100% 1.33 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 100% 1.95 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 100% 1.38 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 35.76 33.96 35.33

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 33.96 35.33

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 4.46 8.92

修繕・更新・解体 5.63 3.02

居住 33.96 35.33

合計 44.05 47.26

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・木造--Ⅱ地域--H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11W_Ⅱ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 岩手県盛岡市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅱ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.5
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.7 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4

の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一

般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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エネルギー

と水を

大切に使う

室内環境を

快適・健康・

安心にする

4.5

4.0 4.0

1

2

3

4

5

11

87

0

50

100

0 50 100

環
境

品
質

　
Ｑ

環境負荷 L

S A B+

B-

C

3.0

0.5

1.5 BEE=1.0

7.8

Q1 Q3

LR1

LR2

LR3

Q2

S: ★★★★★  A: ★★★★  B
+
: ★★★  B

-
: ★★  C: ★

0 20 40 60

建設 修繕・更新・解体 居住
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66%

参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Environmental  Eff iciency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で
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リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ
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設備の性能で
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水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11W_Ⅱ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 2.97 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.98 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 8.66 46% 4.02 95% 8.23

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.04 68% 0.03 95% 0.04

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.77 60% 6.42 100% 10.77

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 75% 5.90 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 75% 1.00 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 40% 0.78 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 85% 1.17 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 35.76 22.14 35.33

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 22.14 35.33

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 2.97 8.92

修繕・更新・解体 5.98 3.02

居住 22.14 35.33

合計 31.10 47.26

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・木造--Ⅲ地域—S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55W_Ⅲ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 宮城県仙台市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅲ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 1.9
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.5

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化
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設備の性能で
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運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55W_Ⅲ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 8.92 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 0 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.20 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 6.64 156% 10.38 95% 6.31

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.28 125% 0.35 95% 0.27

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.84 111% 12.04 100% 10.84

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.30 125% 10.38 100% 8.30

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 125% 1.76 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 100% 2.06 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 115% 1.68 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 34.74 43.34 34.40

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 43.34 34.40

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 8.92 8.92

修繕・更新・解体 5.20 3.02

居住 43.34 34.40

合計 57.45 46.34

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：
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・木造--Ⅲ地域—H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4W_Ⅲ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 宮城県仙台市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅲ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.0
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.1

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3

の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一

般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

3.5
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100%

93%

参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Environmental  Eff iciency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4W_Ⅲ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 4.46 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.63 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 6.64 100% 6.64 95% 6.31

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.28 90% 0.25 95% 0.27

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.84 83% 9.03 100% 10.84

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.30 100% 8.30 100% 8.30

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 100% 1.41 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 100% 2.06 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 100% 1.46 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 34.74 32.91 34.40

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 32.91 34.40

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 4.46 8.92

修繕・更新・解体 5.63 3.02

居住 32.91 34.40

合計 43.00 46.34

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・木造--Ⅲ地域—H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11W_Ⅲ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 宮城県仙台市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅲ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.5
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.7 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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Q3のスコア=Q2のスコア=
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Q1のスコア=
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■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11W_Ⅲ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 2.97 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.98 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 6.64 46% 3.08 95% 6.31

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.28 68% 0.19 95% 0.27

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.84 60% 6.46 100% 10.84

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.30 75% 6.23 100% 8.30

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 75% 1.06 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 40% 0.82 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 85% 1.24 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 34.74 21.90 34.40

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 21.90 34.40

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 2.97 8.92

修繕・更新・解体 5.98 3.02

居住 21.90 34.40

合計 30.86 46.34

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・木造--Ⅳ地域—S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55W_Ⅳ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 東京都葛飾区 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅳ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 1.9
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.5

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。
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対　象

LR3のスコア=
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Q1のスコア=
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■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55W_Ⅳ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 8.92 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 0 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.20 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 3.61 156% 5.63 95% 3.42

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.85 125% 1.06 95% 0.81

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.13 111% 11.25 100% 10.13

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.34 125% 10.42 100% 8.34

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 125% 1.77 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 100% 2.06 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 115% 1.68 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 31.63 38.59 31.41

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 38.59 31.41

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 8.92 8.92

修繕・更新・解体 5.20 3.02

居住 38.59 31.41

合計 52.71 43.34

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・木造—Ⅳ地域—H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4W_Ⅳ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 東京都葛飾区 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅳ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.1
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.2

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3
の住宅。
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4W_Ⅳ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 4.46 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.63 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 3.61 100% 3.61 95% 3.42

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.85 90% 0.76 95% 0.81

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.13 83% 8.44 100% 10.13

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.34 100% 8.34 100% 8.34

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 100% 1.41 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 100% 2.06 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 100% 1.46 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 31.63 29.86 31.41

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 29.86 31.41

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 4.46 8.92

修繕・更新・解体 5.63 3.02

居住 29.86 31.41

合計 39.94 43.34

参照値

参照値

評価対象 参照値

評価対象

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象
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・木造--Ⅳ地域—H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11W_Ⅳ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 東京都葛飾区 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅳ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.5
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.7 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4
の住宅。
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11W_Ⅳ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 2.97 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.98 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 3.61 46% 1.67 95% 3.42

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.85 68% 0.57 95% 0.81

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.13 60% 6.04 100% 10.13

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.34 75% 6.25 100% 8.34

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 75% 1.06 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 40% 0.83 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 85% 1.25 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 31.63 20.50 31.41

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 20.50 31.41

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 2.97 8.92

修繕・更新・解体 5.98 3.02

居住 20.50 31.41

合計 29.45 43.34

参照値

参照値

評価対象 参照値

評価対象

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象
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・木造--Ⅴ地域—S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55W_Ⅴ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 鹿児島県鹿児島市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅴ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 1.9
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ
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設備の性能で
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水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55W_Ⅴ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 8.92 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 0 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.20 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 2.39 156% 3.73 95% 2.27

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.86 125% 1.07 95% 0.82

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.26 111% 9.17 100% 8.26

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.01 125% 10.01 100% 8.01

調理 照明・家電・厨房機器 1.36 125% 1.70 100% 1.36

換気 換気設備 1.98 100% 1.98 100% 1.98

節水 節水型設備×雨水の利用 1.41 115% 1.62 100% 1.41

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 28.02 33.99 27.86

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 33.99 27.86

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 8.92 8.92

修繕・更新・解体 5.20 3.02

居住 33.99 27.86

合計 48.10 39.79

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・木造--Ⅴ地域—H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4W_Ⅴ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 鹿児島県鹿児島市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅴ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.1
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.2

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4W_Ⅴ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 4.46 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.63 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 2.39 100% 2.39 95% 2.27

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.86 90% 0.77 95% 0.82

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.26 83% 6.88 100% 8.26

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.01 100% 8.01 100% 8.01

調理 照明・家電・厨房機器 1.36 100% 1.36 100% 1.36

換気 換気設備 1.98 100% 1.98 100% 1.98

節水 節水型設備×雨水の利用 1.41 100% 1.41 100% 1.41

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 28.02 26.56 27.86

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 26.56 27.86

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 4.46 8.92

修繕・更新・解体 5.63 3.02

居住 26.56 27.86

合計 36.64 39.79

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・木造--Ⅴ地域—H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11W_Ⅴ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 鹿児島県鹿児島市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅴ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.5
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.7 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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100%

69%

参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11W_Ⅴ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 2.97 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.98 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 2.39 46% 1.11 95% 2.27

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.86 68% 0.58 95% 0.82

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.26 60% 4.92 100% 8.26

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.01 75% 6.00 100% 8.01

調理 照明・家電・厨房機器 1.36 75% 1.02 100% 1.36

換気 換気設備 1.98 40% 0.79 100% 1.98

節水 節水型設備×雨水の利用 1.41 85% 1.20 100% 1.41

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 28.02 18.45 27.86

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 18.45 27.86

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 2.97 8.92

修繕・更新・解体 5.98 3.02

居住 18.45 27.86

合計 27.40 39.79

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・木造--Ⅵ地域—S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55W_Ⅵ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 沖縄県那覇市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅵ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 1.9
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。
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評　価

対　象
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Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55W_Ⅵ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 8.92 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 0 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.20 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 0.00 156% 0.00 95% 0.00

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 2.20 125% 2.75 95% 2.09

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 6.11 111% 6.79 100% 6.11

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 125% 9.83 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 125% 1.67 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 100% 1.95 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 115% 1.59 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 24.59 29.27 24.48

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 29.27 24.48

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 8.92 8.92

修繕・更新・解体 5.20 3.02

居住 29.27 24.48

合計 43.38 36.42

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・木造--Ⅵ地域—H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4W_Ⅵ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 沖縄県那覇市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅵ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.1
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.2

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4W_Ⅵ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 4.46 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.63 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 0.00 100% 0.00 95% 0.00

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 2.20 90% 1.98 95% 2.09

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 6.11 83% 5.09 100% 6.11

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 100% 7.86 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 100% 1.33 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 100% 1.95 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 100% 1.38 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 24.59 23.35 24.48

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 23.35 24.48

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 4.46 8.92

修繕・更新・解体 5.63 3.02

居住 23.35 24.48

合計 33.44 36.42

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・木造--Ⅵ地域—H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11W_Ⅵ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 沖縄県那覇市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅵ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.5
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.7 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

5.0

4.0

5.0

1

2

3

4

5

4.5

5.0 5.0

1

2

3

4

5

4.0

4.8

3.7
4.0

1

2

3

4

5

4.5

5.0

3.0

5.0

1

2

3

4

5
5.0

4.0
4.3

5.0

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5
長く使い続ける

まちなみ・
生態系を

豊かにする

地球・地域・

周辺環境に
配慮する

資源を大切に使い

ゴミを減らす

エネルギー

と水を
大切に使う

室内環境を
快適・健康・

安心にする

4.5

4.0 4.0

1

2

3

4

5

11

87

0

50

100

0 50 100

環
境

品
質

　
Ｑ

環境負荷 L

S A B+

B-

C

3.0

0.5

1.5 BEE=1.0

7.8

Q1 Q3

LR1

LR2

LR3

Q2

S: ★★★★★  A: ★★★★  B+: ★★★  B-: ★★  C: ★
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71%

参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11W_Ⅵ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 2.97 8.92

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 1 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.98 3.02

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 0.00 46% 0.00 95% 0.00

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 2.20 68% 1.48 95% 2.09

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 6.11 60% 3.64 100% 6.11

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 75% 5.90 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 75% 1.00 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 40% 0.78 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 85% 1.17 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 24.59 16.80 24.48

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 16.80 24.48

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 2.97 8.92

修繕・更新・解体 5.98 3.02

居住 16.80 24.48

合計 25.75 36.42

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・鉄骨造--Ⅰ地域—S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55S_Ⅰ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 北海道札幌市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅰ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 1.9
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.5

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55S_Ⅰ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 15.05 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 1 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.13 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 12.75 156% 19.93 95% 12.12

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.00 125% 0.00 95% 0.00

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.94 111% 9.94 100% 8.94

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.57 125% 9.47 100% 7.57

調理 照明・家電・厨房機器 1.28 125% 1.61 100% 1.28

換気 換気設備 1.87 100% 1.87 100% 1.87

節水 節水型設備×雨水の利用 1.33 115% 1.53 100% 1.33

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 37.52 49.04 36.88

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 49.04 36.88

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 15.05 15.05

修繕・更新・解体 5.13 2.85

居住 49.04 36.88

合計 69.23 54.78

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：
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・鉄骨造--Ⅰ地域--H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4S_Ⅰ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 北海道札幌市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅰ シートの保護を解除してください

構造・工法 鉄骨造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.1
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.2

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3
の住宅。
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4S_Ⅰ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 7.53 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 1 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.78 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 12.75 100% 12.75 95% 12.12

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.00 90% 0.00 95% 0.00

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.94 83% 7.45 100% 8.94

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.57 100% 7.57 100% 7.57

調理 照明・家電・厨房機器 1.28 100% 1.28 100% 1.28

換気 換気設備 1.87 100% 1.87 100% 1.87

節水 節水型設備×雨水の利用 1.33 100% 1.33 100% 1.33

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 37.52 36.03 36.88

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 36.03 36.88

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 7.53 15.05

修繕・更新・解体 5.78 2.85

居住 36.03 36.88

合計 49.33 54.78

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象
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・鉄骨造--Ⅰ地域—H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11S_Ⅰ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 北海道札幌市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅰ シートの保護を解除してください

構造・工法 鉄骨造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.6
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.8 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11S_Ⅰ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 5.02 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 1 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 6.21 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 12.75 46% 5.92 95% 12.12

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.00 68% 0.00 95% 0.00

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.94 60% 5.33 100% 8.94

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.57 75% 5.68 100% 7.57

調理 照明・家電・厨房機器 1.28 75% 0.96 100% 1.28

換気 換気設備 1.87 40% 0.75 100% 1.87

節水 節水型設備×雨水の利用 1.33 85% 1.13 100% 1.33

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 37.52 22.60 36.88

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 22.60 36.88

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 5.02 15.05

修繕・更新・解体 6.21 2.85

居住 22.60 36.88

合計 33.83 54.78

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・鉄骨造--Ⅱ地域--S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55S_Ⅱ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 岩手県盛岡市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅱ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 1.9
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.5

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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対　象
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■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55S_Ⅱ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 15.05 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 1 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.13 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 8.66 156% 13.54 95% 8.23

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.04 125% 0.05 95% 0.04

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.77 111% 11.97 100% 10.77

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 125% 9.83 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 125% 1.67 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 100% 1.95 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 115% 1.59 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 35.76 45.29 35.33

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 45.29 35.33

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 15.05 15.05

修繕・更新・解体 5.13 2.85

居住 45.29 35.33

合計 65.47 53.22

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：
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・鉄骨造--Ⅱ地域--H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4S_Ⅱ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 岩手県盛岡市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅱ シートの保護を解除してください

構造・工法 鉄骨造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.1
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.2

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3
の住宅。
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100%

89%

参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4S_Ⅱ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 7.53 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 1 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.78 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 8.66 100% 8.66 95% 8.23

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.04 90% 0.04 95% 0.04

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.77 83% 8.97 100% 10.77

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 100% 7.86 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 100% 1.33 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 100% 1.95 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 100% 1.38 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 35.76 33.96 35.33

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 33.96 35.33

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 7.53 15.05

修繕・更新・解体 5.78 2.85

居住 33.96 35.33

合計 47.26 53.22

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象
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・鉄骨造--Ⅱ地域--H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11S_Ⅱ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 岩手県盛岡市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅱ シートの保護を解除してください

構造・工法 鉄骨造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.6
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.8 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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9.1
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63%

参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)

 



114 

 

 

CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11S_Ⅱ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 5.02 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 1 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 6.21 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 8.66 46% 4.02 95% 8.23

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.04 68% 0.03 95% 0.04

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.77 60% 6.42 100% 10.77

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 75% 5.90 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 75% 1.00 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 40% 0.78 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 85% 1.17 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 35.76 22.14 35.33

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 22.14 35.33

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 5.02 15.05

修繕・更新・解体 6.21 2.85

居住 22.14 35.33

合計 33.37 53.22

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・鉄骨造--Ⅲ地域--S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55S_Ⅲ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 宮城県仙台市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅲ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 1.9
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.5

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55S_Ⅲ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 15.05 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 1 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.13 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 6.64 156% 10.38 95% 6.31

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.28 125% 0.35 95% 0.27

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.84 111% 12.04 100% 10.84

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.30 125% 10.38 100% 8.30

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 125% 1.76 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 100% 2.06 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 115% 1.68 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 34.74 43.34 34.40

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 43.34 34.40

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 15.05 15.05

修繕・更新・解体 5.13 2.85

居住 43.34 34.40

合計 63.53 52.30

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：
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・鉄骨造--Ⅲ地域--H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4S_Ⅲ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 宮城県仙台市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅲ シートの保護を解除してください

構造・工法 鉄骨造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.1
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.3

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3
の住宅。
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4S_Ⅲ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 7.53 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 1 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.78 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 6.64 100% 6.64 95% 6.31

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.28 90% 0.25 95% 0.27

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.84 83% 9.03 100% 10.84

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.30 100% 8.30 100% 8.30

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 100% 1.41 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 100% 2.06 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 100% 1.46 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 34.74 32.91 34.40

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 32.91 34.40

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 7.53 15.05

修繕・更新・解体 5.78 2.85

居住 32.91 34.40

合計 46.21 52.30

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象
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・鉄骨造--Ⅲ地域--H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11S_Ⅲ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 宮城県仙台市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅲ シートの保護を解除してください

構造・工法 鉄骨造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.6
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.8 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11S_Ⅲ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 5.02 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 1 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 6.21 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 6.64 46% 3.08 95% 6.31

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.28 68% 0.19 95% 0.27

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.84 60% 6.46 100% 10.84

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.30 75% 6.23 100% 8.30

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 75% 1.06 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 40% 0.82 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 85% 1.24 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 34.74 21.90 34.40

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 21.90 34.40

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 5.02 15.05

修繕・更新・解体 6.21 2.85

居住 21.90 34.40

合計 33.13 52.30

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・鉄骨造--Ⅳ地域--S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55S_Ⅳ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 東京都葛飾区 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅳ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 1.9
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55S_Ⅳ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 15.05 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 1 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.13 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 3.61 156% 5.63 95% 3.42

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.85 125% 1.06 95% 0.81

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.13 111% 11.25 100% 10.13

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.34 125% 10.42 100% 8.34

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 125% 1.77 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 100% 2.06 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 115% 1.68 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 31.63 38.59 31.41

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 38.59 31.41

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 15.05 15.05

修繕・更新・解体 5.13 2.85

居住 38.59 31.41

合計 58.78 49.30

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：
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・鉄骨造--Ⅳ地域--H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4S_Ⅳ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 東京都葛飾区 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅳ シートの保護を解除してください

構造・工法 鉄骨造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.1
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.3

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一

般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目
安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3
の住宅。
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Eff iciency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4S_Ⅳ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 7.53 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 1 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.78 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 3.61 100% 3.61 95% 3.42

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.85 90% 0.76 95% 0.81

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.13 83% 8.44 100% 10.13

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.34 100% 8.34 100% 8.34

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 100% 1.41 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 100% 2.06 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 100% 1.46 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 31.63 29.86 31.41

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 29.86 31.41

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 7.53 15.05

修繕・更新・解体 5.78 2.85

居住 29.86 31.41

合計 43.16 49.30

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象
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・鉄骨造--Ⅳ地域--H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11S_Ⅳ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 東京都葛飾区 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅳ シートの保護を解除してください

構造・工法 鉄骨造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.6
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.8 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4
の住宅。
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11S_Ⅳ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 5.02 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 1 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 6.21 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 3.61 46% 1.67 95% 3.42

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.85 68% 0.57 95% 0.81

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.13 60% 6.04 100% 10.13

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.34 75% 6.25 100% 8.34

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 75% 1.06 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 40% 0.83 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 85% 1.25 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 31.63 20.50 31.41

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 20.50 31.41

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 5.02 15.05

修繕・更新・解体 6.21 2.85

居住 20.50 31.41

合計 31.73 49.30

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象
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・鉄骨造--Ⅴ地域--S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55S_Ⅴ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 鹿児島県鹿児島市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅴ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 1.9
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55S_Ⅴ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 15.05 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 1 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.13 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 2.39 156% 3.73 95% 2.27

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.86 125% 1.07 95% 0.82

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.26 111% 9.17 100% 8.26

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.01 125% 10.01 100% 8.01

調理 照明・家電・厨房機器 1.36 125% 1.70 100% 1.36

換気 換気設備 1.98 100% 1.98 100% 1.98

節水 節水型設備×雨水の利用 1.41 115% 1.62 100% 1.41

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 28.02 33.99 27.86

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 33.99 27.86

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 15.05 15.05

修繕・更新・解体 5.13 2.85

居住 33.99 27.86

合計 54.17 45.75

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・鉄骨造--Ⅴ地域--H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4S_Ⅴ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 鹿児島県鹿児島市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅴ シートの保護を解除してください

構造・工法 鉄骨造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.1
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.3

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3
の住宅。
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87%

参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4S_Ⅴ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 7.53 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 1 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.78 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 2.39 100% 2.39 95% 2.27

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.86 90% 0.77 95% 0.82

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.26 83% 6.88 100% 8.26

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.01 100% 8.01 100% 8.01

調理 照明・家電・厨房機器 1.36 100% 1.36 100% 1.36

換気 換気設備 1.98 100% 1.98 100% 1.98

節水 節水型設備×雨水の利用 1.41 100% 1.41 100% 1.41

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 28.02 26.56 27.86

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 26.56 27.86

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 7.53 15.05

修繕・更新・解体 5.78 2.85

居住 26.56 27.86

合計 39.86 45.75

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象
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・鉄骨造--Ⅴ地域--H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11S_Ⅴ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 鹿児島県鹿児島市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅴ シートの保護を解除してください

構造・工法 鉄骨造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.6
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.8 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)

 



132 

 

 

CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11S_Ⅴ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 5.02 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 1 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 6.21 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 2.39 46% 1.11 95% 2.27

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.86 68% 0.58 95% 0.82

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.26 60% 4.92 100% 8.26

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.01 75% 6.00 100% 8.01

調理 照明・家電・厨房機器 1.36 75% 1.02 100% 1.36

換気 換気設備 1.98 40% 0.79 100% 1.98

節水 節水型設備×雨水の利用 1.41 85% 1.20 100% 1.41

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 28.02 18.45 27.86

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 18.45 27.86

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 5.02 15.05

修繕・更新・解体 6.21 2.85

居住 18.45 27.86

合計 29.68 45.75

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値

 



133 

 

・鉄骨造--Ⅵ地域--S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55S_Ⅵ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 沖縄県那覇市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅵ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 2.0
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.7

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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評　価

対　象
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Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=
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■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55S_Ⅵ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 15.05 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 1 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.13 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 0.00 156% 0.00 95% 0.00

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 2.20 125% 2.75 95% 2.09

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 6.11 111% 6.79 100% 6.11

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 125% 9.83 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 125% 1.67 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 100% 1.95 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 115% 1.59 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 24.59 29.27 24.48

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 29.27 24.48

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 15.05 15.05

修繕・更新・解体 5.13 2.85

居住 29.27 24.48

合計 49.45 42.38

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：
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・鉄骨造--Ⅵ地域--H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4S_Ⅵ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 沖縄県那覇市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅵ シートの保護を解除してください

構造・工法 鉄骨造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.1
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.3

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3
の住宅。
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86%

参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4S_Ⅵ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 7.53 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 1 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.78 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 0.00 100% 0.00 95% 0.00

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 2.20 90% 1.98 95% 2.09

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 6.11 83% 5.09 100% 6.11

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 100% 7.86 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 100% 1.33 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 100% 1.95 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 100% 1.38 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 24.59 23.35 24.48

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 23.35 24.48

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 7.53 15.05

修繕・更新・解体 5.78 2.85

居住 23.35 24.48

合計 36.66 42.38

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象
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・鉄骨造--Ⅵ地域--H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11S_Ⅵ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 沖縄県那覇市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅵ シートの保護を解除してください

構造・工法 鉄骨造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.6
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.8 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

5.0

4.0

5.0

1

2

3

4

5

4.8
5.0 5.0

1

2

3

4

5

4.0

4.8

3.7
4.0

1

2

3

4

5

4.5

5.0

3.0

5.0

1

2

3

4

5
5.0

4.0
4.3

5.0

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5
長く使い続ける

まちなみ・
生態系を

豊かにする

地球・地域・

周辺環境に
配慮する

資源を大切に使い

ゴミを減らす

エネルギー

と水を
大切に使う

室内環境を
快適・健康・

安心にする

4.5

4.0 4.0

1

2

3

4

5

10

87

0

50

100

0 50 100

環
境

品
質

　
Ｑ

環境負荷 L

S A B+

B-

C

3.0

0.5

1.5 BEE=1.0

9.1

Q1 Q3

LR1

LR2

LR3

Q2

S: ★★★★★  A: ★★★★  B+: ★★★  B-: ★★  C: ★

0 20 40 60

建設 修繕・更新・解体 居住

100%

66%

参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11S_Ⅵ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 1 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 0 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 5.02 15.05

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 1 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 0 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 6.21 2.85

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 0.00 46% 0.00 95% 0.00

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 2.20 68% 1.48 95% 2.09

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 6.11 60% 3.64 100% 6.11

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 75% 5.90 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 75% 1.00 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 40% 0.78 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 85% 1.17 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 24.59 16.80 24.48

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 16.80 24.48

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 5.02 15.05

修繕・更新・解体 6.21 2.85

居住 16.80 24.48

合計 28.03 42.38

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・ＲＣ造--Ⅰ地域--S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55RC_Ⅰ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 北海道札幌市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅰ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 1.9
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.5

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55RC_Ⅰ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 16.83 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 0 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 3.27 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 12.75 156% 19.93 95% 12.12

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.00 125% 0.00 95% 0.00

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.94 111% 9.94 100% 8.94

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.57 125% 9.47 100% 7.57

調理 照明・家電・厨房機器 1.28 125% 1.61 100% 1.28

換気 換気設備 1.87 100% 1.87 100% 1.87

節水 節水型設備×雨水の利用 1.33 115% 1.53 100% 1.33

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 37.52 49.04 36.88

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 49.04 36.88

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 16.83 16.83

修繕・更新・解体 3.27 3.13

居住 49.04 36.88

合計 69.14 56.85

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値

 



141 

 

・ＲＣ造--Ⅰ地域--H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4RC_Ⅰ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 北海道札幌市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅰ シートの保護を解除してください

構造・工法 RC造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.1
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.3

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
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安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4RC_Ⅰ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 8.42 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.02 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 12.75 100% 12.75 95% 12.12

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.00 90% 0.00 95% 0.00

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.94 83% 7.45 100% 8.94

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.57 100% 7.57 100% 7.57

調理 照明・家電・厨房機器 1.28 100% 1.28 100% 1.28

換気 換気設備 1.87 100% 1.87 100% 1.87

節水 節水型設備×雨水の利用 1.33 100% 1.33 100% 1.33

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 37.52 36.03 36.88

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 36.03 36.88

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 8.42 16.83

修繕・更新・解体 5.02 3.13

居住 36.03 36.88

合計 49.46 56.85

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・ＲＣ造--Ⅰ地域--H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11RC_Ⅰ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 北海道札幌市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅰ シートの保護を解除してください

構造・工法 RC造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.6
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.8 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の
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に役立つ材料の採用
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11RC_Ⅰ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 5.61 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.62 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 12.75 46% 5.92 95% 12.12

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.00 68% 0.00 95% 0.00

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.94 60% 5.33 100% 8.94

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.57 75% 5.68 100% 7.57

調理 照明・家電・厨房機器 1.28 75% 0.96 100% 1.28

換気 換気設備 1.87 40% 0.75 100% 1.87

節水 節水型設備×雨水の利用 1.33 85% 1.13 100% 1.33

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 37.52 22.60 36.88

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 22.60 36.88

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 5.61 16.83

修繕・更新・解体 5.62 3.13

居住 22.60 36.88

合計 33.83 56.85

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・ＲＣ造--Ⅱ地域--S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55RC_Ⅱ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 岩手県盛岡市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅱ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 1.9
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55RC_Ⅱ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 16.83 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 0 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 3.27 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 8.66 156% 13.54 95% 8.23

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.04 125% 0.05 95% 0.04

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.77 111% 11.97 100% 10.77

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 125% 9.83 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 125% 1.67 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 100% 1.95 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 115% 1.59 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 35.76 45.29 35.33

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 45.29 35.33

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 16.83 16.83

修繕・更新・解体 3.27 3.13

居住 45.29 35.33

合計 65.39 55.29

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・ＲＣ造--Ⅱ地域--H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4RC_Ⅱ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 岩手県盛岡市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅱ シートの保護を解除してください

構造・工法 RC造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.1
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.3

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3
の住宅。
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参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4RC_Ⅱ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 8.42 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.02 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 8.66 100% 8.66 95% 8.23

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.04 90% 0.04 95% 0.04

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.77 83% 8.97 100% 10.77

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 100% 7.86 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 100% 1.33 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 100% 1.95 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 100% 1.38 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 35.76 33.96 35.33

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 33.96 35.33

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 8.42 16.83

修繕・更新・解体 5.02 3.13

居住 33.96 35.33

合計 47.39 55.29

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象
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・ＲＣ造--Ⅱ地域--H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11RC_Ⅱ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 岩手県盛岡市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅱ シートの保護を解除してください

構造・工法 RC造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.6
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.8 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11RC_Ⅱ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 5.61 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.62 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 8.66 46% 4.02 95% 8.23

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.04 68% 0.03 95% 0.04

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.77 60% 6.42 100% 10.77

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 75% 5.90 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 75% 1.00 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 40% 0.78 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 85% 1.17 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 35.76 22.14 35.33

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 22.14 35.33

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 5.61 16.83

修繕・更新・解体 5.62 3.13

居住 22.14 35.33

合計 33.38 55.29

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・ＲＣ造--Ⅲ地域--S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55RC_Ⅲ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 宮城県仙台市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅲ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 2.0
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.7

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55RC_Ⅲ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 16.83 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 0 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 3.27 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 6.64 156% 10.38 95% 6.31

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.28 125% 0.35 95% 0.27

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.84 111% 12.04 100% 10.84

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.30 125% 10.38 100% 8.30

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 125% 1.76 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 100% 2.06 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 115% 1.68 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 34.74 43.34 34.40

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 43.34 34.40

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 16.83 16.83

修繕・更新・解体 3.27 3.13

居住 43.34 34.40

合計 63.44 54.36

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：
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・ＲＣ造--Ⅲ地域--H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4RC_Ⅲ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 宮城県仙台市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅲ シートの保護を解除してください

構造・工法 RC造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.1
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.3

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3
の住宅。
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参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4RC_Ⅲ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 8.42 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.02 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 6.64 100% 6.64 95% 6.31

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.28 90% 0.25 95% 0.27

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.84 83% 9.03 100% 10.84

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.30 100% 8.30 100% 8.30

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 100% 1.41 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 100% 2.06 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 100% 1.46 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 34.74 32.91 34.40

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 32.91 34.40

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 8.42 16.83

修繕・更新・解体 5.02 3.13

居住 32.91 34.40

合計 46.34 54.36

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象
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・ＲＣ造--Ⅲ地域--H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11RC_Ⅲ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 宮城県仙台市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅲ シートの保護を解除してください

構造・工法 RC造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.6
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.8 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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対　象
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Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11RC_Ⅲ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 5.61 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.62 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 6.64 46% 3.08 95% 6.31

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.28 68% 0.19 95% 0.27

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.84 60% 6.46 100% 10.84

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.30 75% 6.23 100% 8.30

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 75% 1.06 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 40% 0.82 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 85% 1.24 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 34.74 21.90 34.40

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 21.90 34.40

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 5.61 16.83

修繕・更新・解体 5.62 3.13

居住 21.90 34.40

合計 33.13 54.36

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・ＲＣ造--Ⅳ地域--S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55RC_Ⅳ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 東京都葛飾区 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅳ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 2.0
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.7

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。
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評　価

対　象
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Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=
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■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55RC_Ⅳ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 16.83 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 0 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 3.27 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 3.61 156% 5.63 95% 3.42

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.85 125% 1.06 95% 0.81

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.13 111% 11.25 100% 10.13

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.34 125% 10.42 100% 8.34

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 125% 1.77 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 100% 2.06 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 115% 1.68 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 31.63 38.59 31.41

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 38.59 31.41

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 16.83 16.83

修繕・更新・解体 3.27 3.13

居住 38.59 31.41

合計 58.69 51.37

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・ＲＣ造--Ⅳ地域--H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4RC_Ⅳ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 東京都葛飾区 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅳ シートの保護を解除してください

構造・工法 RC造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.1
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.4

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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84%

参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4RC_Ⅳ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 8.42 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.02 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 3.61 100% 3.61 95% 3.42

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.85 90% 0.76 95% 0.81

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.13 83% 8.44 100% 10.13

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.34 100% 8.34 100% 8.34

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 100% 1.41 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 100% 2.06 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 100% 1.46 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 31.63 29.86 31.41

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 29.86 31.41

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 8.42 16.83

修繕・更新・解体 5.02 3.13

居住 29.86 31.41

合計 43.29 51.37

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・ＲＣ造--Ⅳ地域--H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11RC_Ⅳ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 東京都葛飾区 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅳ シートの保護を解除してください

構造・工法 RC造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.6
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.8 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4
の住宅。
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参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11RC_Ⅳ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 5.61 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.62 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 3.61 46% 1.67 95% 3.42

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.85 68% 0.57 95% 0.81

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 10.13 60% 6.04 100% 10.13

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.34 75% 6.25 100% 8.34

調理 照明・家電・厨房機器 1.41 75% 1.06 100% 1.41

換気 換気設備 2.06 40% 0.83 100% 2.06

節水 節水型設備×雨水の利用 1.46 85% 1.25 100% 1.46

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 31.63 20.50 31.41

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 20.50 31.41

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 5.61 16.83

修繕・更新・解体 5.62 3.13

居住 20.50 31.41

合計 31.73 51.37

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象
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・ＲＣ造--Ⅴ地域--S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55RC_Ⅴ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 鹿児島県鹿児島市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅴ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 2.0
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.8

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。
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評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で
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リサイクルの

促進
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の配慮
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の配慮
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おける廃棄物削減
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に役立つ材料の採用
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2
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55RC_Ⅴ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 16.83 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 0 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 3.27 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 2.39 156% 3.73 95% 2.27

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.86 125% 1.07 95% 0.82

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.26 111% 9.17 100% 8.26

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.01 125% 10.01 100% 8.01

調理 照明・家電・厨房機器 1.36 125% 1.70 100% 1.36

換気 換気設備 1.98 100% 1.98 100% 1.98

節水 節水型設備×雨水の利用 1.41 115% 1.62 100% 1.41

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 28.02 33.99 27.86

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 33.99 27.86

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 16.83 16.83

修繕・更新・解体 3.27 3.13

居住 33.99 27.86

合計 54.08 47.82

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・ＲＣ造--Ⅴ地域--H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4RC_Ⅴ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 鹿児島県鹿児島市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅴ シートの保護を解除してください

構造・工法 RC造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.1
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.4

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3
の住宅。
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■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)

 



166 

 

 

CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4RC_Ⅴ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 8.42 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.02 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 2.39 100% 2.39 95% 2.27

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.86 90% 0.77 95% 0.82

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.26 83% 6.88 100% 8.26

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.01 100% 8.01 100% 8.01

調理 照明・家電・厨房機器 1.36 100% 1.36 100% 1.36

換気 換気設備 1.98 100% 1.98 100% 1.98

節水 節水型設備×雨水の利用 1.41 100% 1.41 100% 1.41

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 28.02 26.56 27.86

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 26.56 27.86

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 8.42 16.83

修繕・更新・解体 5.02 3.13

居住 26.56 27.86

合計 39.99 47.82

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象
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・ＲＣ造--Ⅴ地域--H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11RC_Ⅴ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 鹿児島県鹿児島市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅴ シートの保護を解除してください

構造・工法 RC造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.6
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.8 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11RC_Ⅴ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 5.61 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.62 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 2.39 46% 1.11 95% 2.27

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 0.86 68% 0.58 95% 0.82

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 8.26 60% 4.92 100% 8.26

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 8.01 75% 6.00 100% 8.01

調理 照明・家電・厨房機器 1.36 75% 1.02 100% 1.36

換気 換気設備 1.98 40% 0.79 100% 1.98

節水 節水型設備×雨水の利用 1.41 85% 1.20 100% 1.41

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 28.02 18.45 27.86

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 18.45 27.86

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 5.61 16.83

修繕・更新・解体 5.62 3.13

居住 18.45 27.86

合計 29.68 47.82

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・ＲＣ造--Ⅵ地域--S55 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 S55RC_Ⅵ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 沖縄県那覇市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅵ シートの保護を解除してください

構造・工法 木造・在来工法

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 2.1
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

1.9 2.4 1.9

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 2.0
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

1.7 2.5 1.8

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級2
の住宅。
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建設 修繕・更新・解体 居住

100%

111%

参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

S55RC_Ⅵ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 3.0 8.92 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 3.0 15.05 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 3.0 16.83 3.0 16.83

1.2 外壁材 2.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 2.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 16.83 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 5.20 7.26 8.34 3.0 5.20 3.0 3.02

鉄骨系 0 5.13 7.49 8.68 3.0 5.13 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.27 5.12 5.78 3.0 3.27 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 3.27 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 2.0 125% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 0% 100%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 3.0 100% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 2.0 111% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 1.0 125% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 1.0 115% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 0.00 156% 0.00 95% 0.00

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 2.20 125% 2.75 95% 2.09

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 6.11 111% 6.79 100% 6.11

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 125% 4.71 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 125% 9.83 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 125% 1.67 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 100% 1.95 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 115% 1.59 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 24.59 29.27 24.48

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 29.27 24.48

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 16.83 16.83

修繕・更新・解体 3.27 3.13

居住 29.27 24.48

合計 49.36 44.44

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値
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・ＲＣ造--Ⅵ地域--H4 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H4RC_Ⅵ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 沖縄県那覇市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅵ シートの保護を解除してください

構造・工法 RC造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 3.0
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

3.0 3.1 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.1
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

3.1 3.0 3.4

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

確定

確定

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級3
の住宅。
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83%

参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H4RC_Ⅵ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 4.0 4.46 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 4.0 7.53 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 4.0 8.42 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 3.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 3.0 3.0

1-2.　合計の計算 8.42 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.63 6.89 4.0 5.63 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.78 7.16 4.0 5.78 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.13 5.02 5.69 4.0 5.02 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.02 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 3.0 100% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 0% 100%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 4.0 83% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 3.0 100% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 3.0 100% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 3.0 100% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 3.0 100% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 3.0 100% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 0.00 100% 0.00 95% 0.00

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 2.20 90% 1.98 95% 2.09

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 6.11 83% 5.09 100% 6.11

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 100% 3.76 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 100% 7.86 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 100% 1.33 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 100% 1.95 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 100% 1.38 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 24.59 23.35 24.48

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 23.35 24.48

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 8.42 16.83

修繕・更新・解体 5.02 3.13

居住 23.35 24.48

合計 36.78 44.44

参照値

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象
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・ＲＣ造--Ⅵ地域--H11 

■使用評価マニュアル： CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） ■使用評価ソフト： CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

1-1 建物概要 1-2 外　観

建物名称 H11RC_Ⅵ 仕様等の確定状況 建物の仕様 確定

竣工年月 竣工 持ち込み家電等 確定

建設地 沖縄県那覇市 外構の仕様 確定 外観パース等

用途地域 第二種低層住居専用地域 確定 <備考> 図を貼り付けるときは

省ｴﾈﾙｷﾞｰ地域区分 Ⅵ シートの保護を解除してください

構造・工法 RC造

階数 地上2F

敷地面積 126 ㎡ 確定 評価の実施日 2008年3月20日

建築面積 63 ㎡ 作成者 菊地文敏

延床面積 126 ㎡ 確認日 2008年3月25日

世帯人数 4 確定 確認者 影山裕美

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア= 4.4
Q1 室内環境を快適・健康・安心にする   Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

4.5 4.2 4.5

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 4.6
LR1 エネルギーと水を大切に使う    LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

4.3 4.8 4.6

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 室内環境を快適・健康・安心にする Q2 長く使い続ける Q3 まちなみ・生態系を豊かにする

LR1 エネルギーと水を大切に使う LR2 資源を大切に使いゴミを減らす LR3 地球・地域・周辺環境に配慮する

日本住宅性能表示基準「5-1 省エネルギー対策等級」における等級4
の住宅。

2008年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一
般的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです
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Ｑ

環境負荷 L

S A B+
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C

3.0

0.5

1.5 BEE=1.0

9.1

Q1 Q3

LR1

LR2
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S: ★★★★★  A: ★★★★  B+: ★★★  B-: ★★  C: ★

0 20 40 60

建設 修繕・更新・解体 居住

100%

63%

参照値

評　価

対　象

LR3のスコア=

Q3のスコア=Q2のスコア=

LR2のスコア=

Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Bui lding Envi ronmental  Efficiency （建築物総合環境性能評価システム）

■Q: Qual i ty （すまいの環境品質）、L: Load （すまいの環境負荷）、LR: Load Reduction （すまいの環境負荷低減性）、BEE: Bui lding Envi ronmental Eff iciency （すまいの環境効率）

■CASBEE全体の表記ルールに従えば、CASBEEすまい（戸建）の場合、BEEH、QH、LRHなどとすべきであるが、本シート上では簡略化のためHを省略した

■「ライフサイクルCO2」とは住宅の部材生産・建設から居住、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量であり、ここでは住宅の寿命年数と延床面積で除した値を示す

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、QH2、LRH1中の住宅の寿命、省エネルギーなどの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、マニュアルおよび「ライフサイクルCO2計算シート」を参照されたい

　機能性長寿命に対する

基本性能
維持管理暑さ・寒さ 健康と安全・安心 明るさ 静かさ 生物環境の

保全と創出

まちなみ・景観

への配慮
地域の

安全・安心

地域の資源の活用

と住文化の継承

建物の工夫で

省エネ

リサイクルの

促進

地球温暖化

への配慮

地域環境へ

の配慮
  周辺環境へ

の配慮
設備の性能で

省エネ
水の節約 維持管理と

運用の工夫

生産・施工段階に

おける廃棄物削減

省資源、廃棄物抑制

に役立つ材料の採用

(kg-CO2/年m
2
)
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CASBEE-すまい（戸建）（2007年版） CASBEE-すまい（戸建）（2007年版）

H11RC_Ⅵ CASBEE-H(DH)_2007(v1.1)

ライフサイクルCO2計算シート（標準計算用）

1.　建設に係るCO2排出量

1-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 構造の比率 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 8.92 4.46 2.97 5.0 2.97 3.0 8.92

鉄骨系 0 15.05 7.53 5.02 5.0 5.02 3.0 15.05

コンクリート系 1 16.83 8.42 5.61 5.0 5.61 3.0 16.83

1.2 外壁材 3.0 3.0

1.3 屋根材、陸屋根 4.0 3.0

2 維持管理

2.2 維持管理の体制 4.0 3.0

1-2.　合計の計算 5.61 16.83

2.　修繕・更新・解体に係るCO2排出量

2-1.　評価結果のCO2排出量への置き換え kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

QH2 長く使い続ける kg-CO2/年m2

1 長寿命に対する基本性能 ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 CO2排出量 採点結果 CO2排出量

1.1 躯体 木質系 0 3.02 5.36 5.98 5.0 5.98 3.0 3.02

鉄骨系 0 2.85 5.50 6.21 5.0 6.21 3.0 2.85

コンクリート系 1 3.13 4.98 5.62 5.0 5.62 3.0 3.13

2-2.　合計の計算 5.62 3.13

3.　居住時のエネルギーに係るCO2排出量

3-1.　評価結果の消費率への置き換え

LRH　すまいの環境負荷低減性

LRH1 エネルギーと水を大切に使う ﾚﾍ゙ﾙ１ ﾚﾍ゙ﾙ２ ﾚﾍ゙ﾙ３ ﾚﾍ゙ﾙ４ ﾚﾍ゙ﾙ５ 採点結果 消費率 採点結果 消費率

1 建物の工夫で省エネ

1.1 建物の熱負荷抑制 150% 125% 100% - 69% 5.0 69% 3.0 100%

1.2 自然エネルギー利用 3.0 95%

暖房エネルギーの削減 10% 90%

冷房エネルギーの削減 10% 90%

2 設備の性能で省エネ

2.1 暖冷房設備

1 暖房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2 冷房設備 125% - 100% - 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.2 給湯設備

1 給湯機器 - 117% 100% 83% 71% 5.0 71% 3.0 100%

2 浴槽の断熱 105% - 100% - 95% 5.0 95% 3.0 100%

3 給湯配管 - 111% 100% 94% 89% 5.0 89% 3.0 100%

2.3 照明・家電・厨房機器 125% - 100% 88% 75% 5.0 75% 3.0 100%

2.4 換気設備 - - 100% 70% 40% 5.0 40% 3.0 100%

2.5 エネルギー利用効率化設備

2 太陽光発電システム 0.0 0.0

3 水の節約

3.1 節水型設備 115% - 100% 85% 70% 4.0 85% 3.0 100%

3.2 雨水の利用 - - 100% 95% 90% 3.0 100% 3.0 100%

3-2.　用途毎の消費率への置き換え、およびCO2排出量の計算 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

用途 式 基準値 用途別消費率 CO2換算値 用途別消費率 CO2換算値

暖房 建物の熱負荷抑制×自然エネルギー利用×暖房設備 0.00 46% 0.00 95% 0.00

冷房 自然エネルギー利用×冷房設備 2.20 68% 1.48 95% 2.09

給湯 給湯機器×浴槽の断熱×給湯配管 6.11 60% 3.64 100% 6.11

照明 照明・家電・厨房機器 3.76 75% 2.82 100% 3.76

家電 照明・家電・厨房機器 7.86 75% 5.90 100% 7.86

調理 照明・家電・厨房機器 1.33 75% 1.00 100% 1.33

換気 換気設備 1.95 40% 0.78 100% 1.95

節水 節水型設備×雨水の利用 1.38 85% 1.17 100% 1.38

kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

3-3.　合計の計算 評価対象 参照値

合計　（Σ（用途別基準値×用途別削減率）） 24.59 16.80 24.48

太陽光発電システムでの削減量　（基準値合計×削減率） 0.00 0.00

総計　（合計-太陽光発電） 16.80 24.48

4.　ライフサイクルCO2の計算（標準計算） kg-CO2/年m2 kg-CO2/年m2

評価対象 参照値

建設 5.61 16.83

修繕・更新・解体 5.62 3.13

居住 16.80 24.48

合計 28.03 44.44

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

評価対象

参照値

評価対象 参照値

評価対象

参照値

 

 


